
一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№1

質問主題

（質問の区分）

①ＳＤＧｓは、国連が２０１５年に採択した持続可能な開発目標であり、
全ての国連加盟国が２０３０年までに達成する行動計画として、「貧困の
解消」「気候変動への対応」「ジェンダー平等の実現」などの解決すべき
共通課題に取り組んでいる。

自治体が抱える代表的な課題は人口減少と高齢化問題があり、この課題
解決の一つの切り口としてＳＤＧｓの活用が考えられることから、多くの
自治体が取り組みを進めている。

本市も新たな枠組みとしてＳＤＧｓの導入は今後必須事項であり、早急
に導入の検討を進める必要があると考えることから、市の認識と今後の行
政事業への展開について伺う。

市長及び
担当部長

②ＳＤＧｓには「質の高い教育をみんなに」という教育に関する目標４が
設定されていることから、ＳＤＧｓを取上げて学習している小学校や中学
校もある。

本市においても、ＳＤＧｓを教育現場へ導入することは、グローバル教
育をめざす指針にもなりうると考えられることから、本市の対応状況につ
いて伺う。

教育長及び
担当部長

通告
順

答弁者質問要旨通告者

１．新しい枠組みとして
のＳＤＧｓの認識と行政
事業への展開について

川村　成二
【一問一答】

(1)



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№2

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

(1)
川村　成二
【一問一答】

２．神立停車場線の防災
機能ならびに安全・安心
機能の考え方について

昨年３月に開通したかすみがうら市内の神立停車場線は、防災機能なら
びに安全・安心機能について本市の中心市街地の基盤となりうる新設道路
となるものと期待していたが、防犯灯や街路灯の設置がなく、また全区間
内で交錯する多くの道路においては歩行者等が安全・安心に横断するため
の横断歩道の整備もされていない状況であり、新設道路としての機能価値
は低位であると言わざるを得ない。

道路開通以降、交通量も歩行者も格段に増えており、防犯灯または街路
灯の設置を求める声が多く寄せられるとともに、横断歩道の整備を求める
声も増えている。

神立停車場線は、令和元年度末には神立駅まで全線開通する予定であ
り、利用者はさらに増加することが考えられ、重大事故が発生する前に、
十分な安全対策と防災機能の充実に取り組むべきであり、神立停車場線の
機能の考え方について伺う。

市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№3

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①昨年９月に発生した台風１５号により千葉県では大規模停電が発生し、
さらに復旧の長期化が市民を苦しめた。その主原因は多数の倒木にあると
言われている。

改正森林経営管理法については、林業の経済的活性化を志向する性格を
持つ一方、放置森林が招く災害への対応面でも市町村が関わることが必要
と考えられる。特に土砂災害といった従前からのものだけでなく、台風時
の倒木によるライフライン（主に電力）への広範囲な被害を鑑みた場合、
平時の森林管理について市町村が所有者とともに管理責任を負うものと考
える。
　今後の森林整備事業の考え方について伺う。

②自然災害等による被害にあっては、電力が遮断された場合は、対象地域
の住宅だけでなく公的な避難所等の重要施設の機能も大きく損なう事態に
なる。

公的施設の災害時の電力確保策を充実させるとともに、各家庭において
も電力確保に取り組むことも必要であり、行政の公的施設の対応策と市民
への助成等の方策について伺う。

３．千葉県における倒木
等による大規模停電と復
旧の長期化を教訓とした
本市の自然災害への対応
策について

川村　成二
【一問一答】

(1)
市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№4

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①自分で自動車の運転ができない交通弱者の生活を支える重要な手段とな
るデマンド型乗合タクシーの導入が各地で進められている中、当市では来
年３月で廃止するとしており、市民から多くの反対意見が寄せられてい
る。市はなぜ、こうした市民の声に応えないのか伺う。

②デマンド型乗合タクシーの活用は、高齢者の生活支援はもちろん、障害
者支援、学生の通学支援による子育て世帯支援など、住みよいまちづくり
に多角的かつ重要な役割を担う制度であるので、収支率などの近視眼的な
理由で廃止すべきでないと考える。制度の存続と改善への取り組みについ
て、改めて答弁を求める。

２．市職員が業務で使用
する名刺や作業服などを
自己負担させていること
について

名刺や作業服など、業務遂行上必要な物品を市職員に自己負担させてい
るものがあり、こうした物品は公費で賄うべきだと思われるが、被服等貸
与規定との関連も含め答弁を求める。さらに、これまで職員に自己負担さ
せていたこれら物品の購入費用について、返還を求められたらどう対応す
るか伺う。

３．市民の声を聴き、政
策に反映させる取り組み
について

当市は「市民協働のまちづくり」を掲げており、市民から意見を受け付
ける施策もいくつかあるが、残念ながら積極的に市民の声を吸い上げよう
とする姿勢が感じられない。市民の意見を積極的に求め、地域に合った政
策に反映させる仕組みが必要だと考えるが、今後の取り組みを伺う。

１．交通弱者の大切な移
動手段であるデマンド型
乗合タクシーを廃止する
ことについて

宮嶋　謙
【一問一答】

(2)

市長及び
担当部長

担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧
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質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①移行後は、プラスチックごみは原則燃やせるごみ取り扱いとなる予定だ
が、これまでの分別取り扱いと地球環境保護の意義として当市の対応を伺
う。

②その他、紙類等の分別以上にリサイクル紙類等の定義する需要に行政と
して分別回収の供給が足りていない現状に今後どう対応するのか伺う。

２．高齢者・非自治会住
民・外国人のごみ出し需
要について

高齢化により従来のごみ置き場までのごみ出しが困難となる需要、さら
には自治会に属さない需要、外国人生産力の需要に住みやすいまちづくり
として当市はこれら需要増加にどう対応するのか伺う。

市長及び
担当部長

①今般の防犯需要において防犯ボランティア登録人数に対し、実質活動す
る割合(稼働率)について、具体的稼働率向上策をどのように取り組むのか
伺う。

②街一体となった防犯意識を構築してその体制を拡大するためにも、各家
庭のみならず、各事業所や店舗等にも協力体制を定期に認識する必要があ
ると存ずるが市の具体的取り組みを伺う。

３．防犯ボランティア活
動の維持継続と認識拡充
について

１．霞台移行後のリサイ
クルごみ取り扱いについ
て

古橋　智樹
【一問一答】

(3)

市長及び
担当部長

市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№6

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①整備の進捗状況について伺う。

②教科担任制について伺う。

③コミュニティ・スクールについて伺う。

①整備の進捗状況について伺う。

②防災の機能および避難所としての整備について伺う。

①これまでの取り組みについて伺う。

②ナショナルサイクルルートの認定を受け今後の展望について伺う。

③サイクルルート沿線の今後の観光振興について伺う。

①これまでの交付実績について伺う。

②今後の展望について伺う。

１．千代田中学校区の義
務教育学校について

２．下稲吉中学校（防災
型）体育館について

３．つくば霞ヶ浦りんり
んロードの活用について

４．通学定期券購入費助
成事業について

久松　公生
【一括方式】

(4)

教育長及び
担当部長

教育長及び
担当部長

市長及び
担当部長

市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№7

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①補助制度の周知徹底について伺う。

②当市の補助対象者について伺う。

③申請方法について伺う。

①当市のプログラミング教育の実施状況について伺う。

②４月から小学校で必修化されますが、当市の計画案と具体的な取り組み
について伺う。

③ＩＣＴ支援員について伺う。

１．安全運転サポカー補
助金について

２．プログラミング教育
について

中根　光男
【一括方式】

(5)

市長及び
担当部長

教育長及び
担当部長
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令和２年第１回定例会　№8

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①当市の実態について伺う。

②現在の取り組み状況について伺う。

③今後の具体的な支援策について伺う。

①河川の整備計画について伺う。

②危険個所の調査について伺う。

３．中高年ひきこもり支
援について

４．河川の整備について

中根　光男
【一括方式】

(5)

市長及び
担当部長

市長及び
担当部長
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質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①外国人の居住増により、平成３０年社会増に転じたということですが、
策定中の第２期計画の人口ビジョンは見直しを行わないとのことでありま
す。しかし、市街化区域、市街化調整区域、無指定地域など、最低限５年
前と比べどんな動きになっているのか調査検討しなければ政策形成につな
がらないと考えますので、どんな整理になっているのか伺います。

②地方創生総合戦略では、東京圏からのＵターンなど移住定住につなげる
政策を掲げていましたが、第２期計画策定にあたり重点政策と位置づけの
移住定住政策は具体的なものを伺います。また、明治大学の小田切教授
は、地域おこし協力隊が５６％の定住に結びつき、その内１０％の方が起
業していて、起業支援の充実により定住率がさらに高まると報告していま
す。地域おこし協力隊に本市で取り組むことを提案しますが、市長のご所
見を伺います。

③移住定住を図るうえで、行政区の受け入れ態勢などが問題とする声があ
ります。中山間地域において小規模多機能自治に取り組む市町村が増えて
いますが、本市の住民自治を高める観点から行政区の活性化策について伺
います。

１．人口減少の抑制のた
め、人口ビジョンや地方
創生総合戦略、移住定住
政策の活性化について

来栖　丈治
【一括方式】

(6)
市長及び
担当部長
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質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①平成２９年３月策定の市総合計画において、区長会と連携し地域の問題
解決のため、地域と密接な協働体制を築く。また、計画や条例は、広く市
民の意見を公募し公正性や透明性向上で開かれた市政の推進が重要と示し
ています。実態としてどのような創意工夫が行われているのか伺います。

②一般財団法人地方自治研究機構と本市で、公共施設の効果的活用と適正
な維持管理計画（ファシリティマネジメントの推進）に関する調査研究が
行われました。平成２６年３月報告書が作成され、１年後に本市の公共施
設等マネジメント計画（基本計画）が策定され、当面１０年間取り組む方
向性が示され、市民との連携で計画推進を図るとのことでありますが、現
状をどう評価しているか伺います。

３．かすみがうら市の
オープンデータの取り組
みの基本的な考え方につ
いて

平成２９年５月３０日、世界最先端ＩＴ国家創造宣言・官民データ活用
推進基本計画が閣議決定され、令和２年度までに地方公共団体のオープン
データ取組率１００％を推進しています。茨城県のほか本市を含め９市村
が取り組みを始めていますが、本市は公開されたデータは極端に少ない状
況です。本市のオープンデータへの取り組みのきっかけを含め現状をどの
ように評価し、今後の展開を考えているか伺います。

市長及び
担当部長

２．市民総参加による住
みよい郷土づくりと公共
施設等の管理計画につい
て

来栖　丈治
【一括方式】

(6)

市長及び
担当部長
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質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

４．ふるさと納税とかす
みがうら市のＰＲ活動に
ついて

　ふるさと納税制度は、生まれ育ったふるさとへの貢献やお世話になった
市町村に恩返しできる制度であり、自治体は我がまちを広くＰＲすること
で自主財源の確保につながるものです。平成３０年度は、寄附件数１，３
５９件、寄附総額１８２５万１０００円と聞いていますが、現状と今後の
計画などについて伺います。

市長及び
担当部長

①本市の養豚の飼養には、農場数１４農場、飼養頭数約９，６００頭と
伺っていますが、養豚の衛生管理はもちろんのこと、ＣＳＦ対策のＣＳＦ
侵入防止緊急対策事業の進捗、空からのワクチン散布、豚へのワクチン接
種の実施など、今後の流れについて伺います。

②イノシシの目撃情報及び捕獲状況、被害状況や対策などが、一般的にわ
からない状況にあるので、最低でもホームページで公開していただきた
い。また、児童生徒の登下校、特に中学生の帰宅を心配する声が強く聞か
れる中で、児童生徒の安全と保護者の安心につなげるため、地域でできる
取り組みなど市民協働での対処策について伺います。

③昨年の台風１５号、１９号により農作物等に大きな被害がありました。
本市の農水産業の被害状況と取りまとめと被害に対する支援状況について
わかる範囲で伺いたい。加えて、レンコンの黒皮症が拡大している現状か
ら、その対策として薬剤の登録及び新薬等開発状況について伺います。

５．農水産業の被害対策
と活性化策について

来栖　丈治
【一括方式】

(6)

市長及び
担当部長
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令和２年第１回定例会　№12

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①平成２５年５月８日に市長公室秘書広報課より提出されている条例案と
関連資料について伺う。

② 採用コンプライアンス－採用制度の変革について伺う。
１）消防職から行政職への職種変更の実態と制度、職種変更試験について
説明を求める。
２）市１次試験４倍、２次試験３倍、３次試験面接官３名による最終選考
採用制度の見直しと県１次試験、２次試験合計点数順による採用制度の検
討について

③ 環境コンプライアンス、当市の環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）に
ついて伺う。
（「地球温暖化対策の推進に関する法律（平成１０年）」第２１条につい
て）

１．政治倫理条例制定―
法令順守（コンプライア
ンス）の行政運営・マネ
ジメントシステムについ
て

設楽　健夫
【一問一答】

(7)
市長及び
担当部長
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令和２年第１回定例会　№13

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

① 田村沖宿延伸道路の出島用水道路の改良工事計画について伺う。

②土浦市との費用負担について伺う。（全長９００ｍ当市３００ｍ用水底
地分）

③土浦市との道路設計協議について伺う。

④国道６号千代田石岡バイパス土地収用について伺う。

２．協同病院接続（田村
沖宿延伸）道路―出島用
水道路改良工事、国道６
号バイパスについて

設楽　健夫
【一問一答】

(7)
市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№14

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①２０１９年９月３０日「存続を前提とした制度見直し仮案（７項目）」
への検討経過について伺う。
（「存続を前提とした制度見直し仮案（７項目）」に未だに回答がないの
は何故か）

②デマンド型乗合タクシー制度の廃止をもたらした千代田神立ラインの利
用状況について伺う。
（神立駅西口から神立病院、神立駅東口から協同病院の乗車状況につい
て）

③交通空白地帯の交通―公共交通あじさい号の復活の緊急性について伺
う。

３．地域公共交通の活性
化及び再生に関する法律
の実施状況―（互助制
度）デマンド型乗合タク
シー制度存続と改善―提
案されている制度の検討
及び公共交通について

設楽　健夫
【一問一答】

(7)
市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№15

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①３中学校区毎の小中学生塾―家庭教師の実態と学力について伺う。

②３中学校区毎の高校生の通学について伺う。

③３中学校区毎の小中学生不登校の実態と対策について伺う。

④３中学校区毎の小中学校給食費の納入と学校給食の実態について伺う。
（学校給食法・食育基本法）

４．教育基本法における
教育の機会均等及び学校
給食法・給食実施基準・
食育基本法の当市の実施
状況について

設楽　健夫
【一問一答】

(7)
教育長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№16

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①新広域ごみ処理施設建設から脱却し現有施設（環境クリーンセンター）
を活用することについて問う。

現有施設（環境クリーンセンター）１６億円をかけて解体することは無
駄遣いではないか。当市の単独運営は何故できないのか。

②新広域ごみ処理施設建設及び運営について問題点を問う。
（１）建設費総額と運営費はいくらで、当市の建設及び運営負担金は、ど
れくらいになるのか。
（２）自己搬入する市民に対する対策はないのか。
（３）老人福祉センター（ふれあいの里）を利用している市民に対する対
策はあるのか。
（４）ごみの有料化について、検討しているのか。
（５）ごみ発電は、ごみ減量化及び地球温暖化対策に逆行しているのでは
ないか。
以上５点を問う。

③ごみの減量化・資源化について、改めて問う。
（１）家庭系ごみ及び事業系ごみの減量化について
（２）廃プラスチックごみ対策について
（３）１人暮らしの高齢者らを戸別訪問し「ごみ出し」支援することにつ
いて
以上３点を問う。

１．新広域ごみ処理施設
建設及び運営について

佐藤　文雄
【一括方式】

(8)
市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№17

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

２．危険な民家のブロッ
ク塀の補助について

耐震強度の不足する危険な民家のブロック塀の撤去、改修経費に対する
補助制度の設置について問う。

市長及び
担当部長

①幼児教育・保育における副食費の無料化について、改めて問う。

②公立保育所の民営化について問う。

③小中学校の給食費無料化について、改めて問う。

④子どもの医療費無料化を高校卒（１８歳）までに拡充することについ
て、改めて問う。

①国保税の引き下げについて、少なくとも子どもの「均等割」を無くす又
は軽減することが必要だと考えるが、改めて問う。

②短期被保険者証発行をやめ、通年の保険証の発行ができないか、改めて
問う。

３．子育て支援について

４．国保税の引き下げに
ついて

佐藤　文雄
【一括方式】

(8)

市長及び
担当部長

市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№18

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①坪井市長は、公約として、神立駅前周辺の整備を進める中で、中心市街
地に複合交流拠点（行政機能・図書機能）整備を平成３３年度整備するこ
とを掲げて、市長に当選されました。しかしながら、いつ、どこに、どの
ような施設を整備するのかの説明をはじめ、実施するための具体的な計画
が未だに示されておりません。任期中に、この公約を市民・議会に対し、
具体的な計画をいつ示し、公約通り、平成３３年（令和３年）に実施する
考えは本当にあるのか真意を市長にお伺いいたします。

②複合施設の整備計画は、既存の公共施設の再構築を含む適正配置維持管
理（公共施設等マネジメント実行計画）にも大きく関連する大きな課題や
公共施設全体の適正配置に重大な影響を及ぼすものと思いますが、市長の
認識をお伺いいたします。

③まちづくりの基本方針を中学校区ごとに、実施しようとしている中、財
源がないから現時点では、下稲吉中地区に公民館を整備することができな
いことを整備できない理由・根拠にしておりますが、中長期計画の中でも
示すことができないということは、どのような考えに基づくものなのか坪
井市長にお伺いいたします。

１．市長公約である下稲
吉中地区における複合施
設整備計画の実施計画進
捗状況について

矢口　龍人
【一括方式】

(9) 市長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№19

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①地域コミュニティの定義について、市長の認識をお伺いいたします。

②コミュニティには、大きく分けて地縁的な地域コミュニティと特定の分
野に特化した目的別（テーマ）コミュニティがありますが、本市が目指す
コミュニティづくりとは、どちらのコミュニティづくりを目指しているの
ですか市長にお伺いいたします。

③地域コミュニティづくりは、防災・防犯、保健・福祉、子育てなど、地
域の住民・市民が世代を超えて、安心安全に地域で暮らしていくことがで
きるよう生活全般にわたる地縁的な地域コミュニティの充実を図ることが
求められておりますが、本市として、地域コミュニティづくりに対しどの
ような推進・支援体制を実施しているか坪井市長にお伺いいたします。

２．本市の市民協働によ
る地域コミュニティづく
りについて

矢口　龍人
【一括方式】

(9) 市長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和２年第１回定例会　№20

質問主題

（質問の区分）

通告
順

答弁者質問要旨通告者

①霞ヶ浦地区の公民館整備状況を踏まえ、千代田中学校地区４小学校統合
に伴う公共施設の適正配置に係るファシリティマネジメント計画につい
て、廃校後の４小学校の跡地利活用について、市長の見解をお伺いいたし
ます。

②地域コミュニティの中核的な役割を果たしてきた小学校が廃校となるこ
とによる地域コミュニティの衰退が懸念されておりますが、市長の認識を
お伺いいたします。

③廃校後の地域コミュニティの衰退が懸念される中、霞ヶ浦地区同様、千
代田地区においても、廃校後の施設の利活用による公民館支館の整備によ
る地域コミュニティの活性化を図る考えはありますか。また、小学校区ご
とに、廃校後の利活用について、地域住民の意見・要望を積極的に聞く用
意はありますか。坪井市長にお伺いいたします。

①本市の義務教育学校の目指す具体的教育方針について、教育長にお伺い
いたします。

②義務教育学校のソフト面並びにハード面の整備計画の進捗状況並びに市
民・議会に告示及びパブリックコメントを含むスケジュールについて、教
育長にお伺いいたします。

３．霞ヶ浦地区と千代田
地区のまちづくりの一体
化について

４．義務教育学校整備に
伴うソフト面並びにハー
ド面の整備計画の進捗状
況について

矢口　龍人
【一括方式】

(9)

市長

教育長


